
 

（第２号様式）  
令和５年３月 28日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立足柄高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
                          

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月６日実施） 

総合評価（３月 28日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 

教育課程 
学習指導 
 
 

①生徒が自ら
課 題 を 発 見
し、探究する
意欲を高める
ことのできる
教育課程の編
成や特別活動
の精選・充実
に取り組む。
学校行事や生
徒会活動等の
精選と充実を
図り、生徒の
主体的な活動
を支援すると
ともにそのユ
ニバーサルデ
ザイン化をは
かる。 
 
②生徒の主体
的な学びを引
き出し、個々
の生徒に応じ
た教科指導体
制の構築と評
価法の研究を
行い、組織的
な授業改善に
取り組む。 
 

①新教育課程の
実施により、表
出する成果や課
題を全職員で共
有し、必要に応
じて修正を加え
る。 
また、新型コ

ロナウイルス感
染防止に配慮し
ながら、生徒会
行事を可能な限
り実施させる。 
 
 
 
 
 
 
 

②ＩＣＴを活用
した授業展開を
研究し、生徒の
主体的な学びを
引き出し、生徒
が「授業におけ
る充実感」を感
じられるよう授
業改善に取り組
む。 

①学年進行する
新教育課程の完
成に向け、特に
次年度の 2･3 学
年の学習活動に
支障がないか検
証する。 
昨年実施され

なかった生徒会
行事については
まずは実現を目
標とし、経験不
足の生徒を教員
がバックアップ
しながら全員参
加の持続可能な
行事として実施
させる。 
 
 

②ＩＣＴ機器の
活用、ペアワー
ク、グループワ
ーク、発表等の
活動と職員研修
を通して、生徒
同士が刺激しあ
える場面を多く
持つ授業づくり
を行う。 

①職員の意見等
を通して、職員
個々が適切に新
教育課程を実施
し、課題を整理
できたか。教員
相互の情報共有
や研修会を適切
に 計 画 で き た
か。 
文化祭や球技

大会などの生徒
会行事を、コロ
ナ禍での最善の
対策を講じ、実
施することがで
きたか。 
 
 
 

②授業改善を通
じて「生徒によ
る授業評価」に
おいて生徒の充
実感や主体的な
学びの高評価を
引き出すととも
に、より公正な
評価を行うこと
ができたか。 

①１・２年生の「総合的な探究の
時間」ではスタディサプリを利用
し、生徒の「好き」から始まる、
視点を変えた疑問をもとにした探
究活動を行っている。新教育課程
については教育課程検討会を中心
に、２・３学年の学習活動、進路
実現に支障のないよう再検討を行
っている。また教員相互の情報共
有については、現在年次研修等を
中心に研究授業を実施し、他教科
も含めた多くの教員が授業を参観
し、情報共有を行っている。 
 
 
②第１回の「生徒による授業評
価」の結果を踏まえ、各教科科目
に改善策を検討し取り組んでいる
ところである。ＩＣＴ機器の活用
に関しては校内の Wi-Fi 環境が整
備されプロジェクターも常備され
ていて多くの職員がＩＣＴ機器を
利用して授業を行っている。感染
に注意しながらペアワークやグル
ープ活動によって、生徒同士で刺
激しあえる環境がある。またスタ
ディサプリの到達度テストや課題
配信を通して、自分の苦手を克服
する自主的な学びを促進してい
る。 

①新教育課程の１年生は
２単位科目が多く定期テ
スト（中間）を実施しに
くいことがあり検討して
いきたい。新教育課程
（２・３年生）の完成に
向けては、大学入試受験
科目の発表が遅れてお
り、その発表を確認し最
終的な調整に入りたいと
考えている。研究授業後
に行われる教科会議が、
定例の会議や面接練習等
の進路指導のため、なか
なか開催できない状況で
あり、グループとして日
程調整等を心掛けたい。 
 
 
 
②教員間においてＩＣＴ
機器の活用方法に差があ
り、情報共有を図りた
い。また教員の負担軽減
の意味でも、ＩＣＴ機器
を利用することで得られ
る利点と欠点を各教科で
整理していきたい。 

①中間試験の課題認識は理
解できるが、定期的な試験
だけにとらわれない多方面
からの学習評価と更なる授
業改善をお願いしたい。 
 
②ICT 機器環境が整い、モ
ニターやプロジェクター等
を利用し、映像資料と授業
プリントを多角的に活用す
る教員が増えたことは評価
できる。 
一人１台端末が１年生か

ら導入されているが、教科
「情報」や「総合的な探究
の学習」以外は頻繁に活用
するまでに至らず各教科で
活用に苦慮している状況と
推察する。家庭学習の補強
ツールとしてのスタディサ
プリの活用促進を目指し、
タブレットの活用促進のた
めの工夫を期待する。ＩＣ
Ｔ活用を促進するため、職
員間による適切な研修機会
が設定されることをお願い
する。特別募集生徒に対し
ては、個別指導計画に基づ
いたきめ細かい指導をお願
いする。 

①新カリでの課題
は、１年の２単位科
目が増えたことで、
中間試験の実施が難
しい現状となった。
また授業改善につい
ては、教員がグルー
プ・ペアワーク等を
行った。 
 
 
 
 
 
 
②ICT 機器の活用につ
いても環境が整った
こともあり、モニタ
ーやプロジェクター
等を利用し資料、映
像、授業プリントを
見せる教員が増え
た。またインクルー
シブ教育の観点か
ら、その日の授業ス
ケジュールの提示や
フロントゼロを意識
した教員も多くなっ
た。 

①１年次科目の
中間試験につい
ては、小テスト
や 発 表 に 加 え
て、試験時間の
変更を検討し、
実施する方向で
検討したい。 
 
 
 
 
 
 
 
②教科間、教員
間において ICTの
活用については
差があるので、
情報 Gの協力を得
ながら研修会の
検討を行ってい
きたい。また研
究授業後の会議
設定が難しい場
合は、情報共有
の意味でジャム
ボード等を活用
するように検討
したい。 

２ 

生徒指導・支
援 
 
 

①部活動の活
性 化 を 推 進
し、協調性と
責任感の涵養
を図る。 
 
 
 
 
 
②生徒指導と
生徒支援の一
体 化 を 推 進
し、教育相談
体制の充実と
外部連携を進
めるとともに
ユニバーサル
デザイン化を
図る。 

①部活動の活性
化のため加入率
の向上と充実感
の育成につなが
る継続的な支援
体制整備に努め
る と と も に 、 
学業との両立を
推し進める。 
 
②各学年が生徒
の課題を的確に
把握し、個に応
じた指導と支援
が一体化した、
きめ細やかな生
徒 支 援 を 進 め
る。 

➀部活動加入率
及び定着率にも
注視し、説明会
等において入学
前の中学生へ周
知する。また、
感染予防に努め
コロナ禍におい
ても継続的な活
動を目指す。 
②学年会議やケ
ース会議、支援
会議等で、生徒
個々の状況や課
題、ニーズなど
の 情 報 を 共 有
し、迅速かつ適
切な支援を多角
的に行う。 

➀部活動加入、
定着の状況を把
握し部活動の活
性化につながっ
たか。中学生へ
の 発 信 に つ い
て、担当Ｇとの
連 携 が で き た
か。 
 
②学年会議やケ
ース会議、支援
会議での情報共
有や学習環境の
整備を通じて、
個々の生徒に応
じた支援につな
げ ら れ て い る
か。 

①部活動加入率は 64.5％。コロナ
禍の影響もあった中で、一時期に
比べて回復傾向にある。定着の状
況については、今後行う予定の調
査による。また、中学生に対して
は、情報管理Ｇ主導で行われるオ
ープンスクール、学校説明会を通
して、部活動や学校行事等の様子
を発信することができた。 
 
②各学年において課題を抱えた生
徒の情報共有を図り、その事情に
応じてケース会議、支援会議を行
い、個々の生徒に対応してきた。
教育相談コーディネーターの対
応、スクールカウンセラーの教育
相談が適切に行われている。 

①部活動の定着状況につ
いての調査を行い、その
分析を行うとともに、各
部ごと活性化に向けた取
り組みを支援していく。
中学生への発信が結果に
つながるように、参加者
アンケートをもとに模索
していく。 
 
②生徒が抱える課題が多
様化している。今後も教
員間の情報共有を密に
し、個々の生徒に適切な
対応をしていく。 

①部活動運営では、一つの
競技でも能力別に活動を分
けたりや生涯スポーツの視
点から楽しむことを最大目
標とする等、柔軟な指導の
あり方も考えられる。 
 また、学校行事で生徒は
成長すると感じるので、コ
ロナ禍でも工夫をして出来
るような雰囲気作りをお願
いしたい。 
 少人数、TT 等には手厚い
体制があると思われるの
で、足柄高校のアピールポ
イントとしてほしい。 
 

①２月現在、１年生
は 84％、２年生は
92％が部活動を継続
している。退部理由
に学習との両立、経
済的理由、意欲喪失
などである。その後
の動向はアルバイト
等様々である。中学
部活動の地域移行が
進む現在、高校もあ
り方が問われる。 
②ケース会議や支援
会議が、生徒情報の
教員間共有につなが
っている。生活指導
では、生徒の基本的
生活習慣や校外での
行動面での指導課題
も見られた。 
 

①学校説明会や
部活動体験・見
学会などを通し
て中学生への啓
蒙を今後も続け
ていく。 
 
 
 
 
②一人でも多く
の生徒情報や課
題の把握、共有
に努め、適切な
対応・支援を続
けていきたい。
安心で安全な学
校生活に向けた
指導・支援を実
践していく。 
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３ 

進路指導・支
援 
 
 

①生徒自身が
考え、体験を
するなど、主
体的に取り組
むキャリア教
育を計画的・
段階的に実践
する。 
 
 
 
②「実践推進
校」として、
生徒一人ひと
りの社会接続
を実現するた
めに、ていね
いな進路支援
を行う。 

①生徒一人ひと
りの希望進路の
実現に向け、保
護者及び生徒と
の綿密な情報共
有を図る。説明
会や進路情報の
発信を細やかに
行い、生徒の主
体的な進路実現
の動きを促す。 
②特別募集で入
学した生徒の社
会接続に組織的
に取り組む。 

①生徒が自らの
進路開拓に挑戦
する姿勢を支援
し、生徒・保護
者との情報共有
や進路データの
有効活用、多様
な入試制度に係
る的確な情報提
供を図る。 
 
②３年間の「進
路実践」を系統
立てて生徒の現
在の位置を自覚
させ、生徒個々
の希望に応じて
幅広い実習・体
験先の開拓を行
う。 

①各生徒の進路
目標が明確にな
り、安易な進路
選択とならない
意 識付 け (1 ･ 2
年)や、第一志望
の実現(3 年)が
できたか。 
 
 
 
②系統的な授業
展開や保護者へ
の説明会等を通
じ、特別募集生
徒の個々の希望
を踏まえた社会
接続が実現でき
たか。 

①３年生は進路ガイダンスと進路
面談を連動させ、最新の情報をも
とに生徒が進路希望を明確化・具
体化できるように支援した。外部
の模擬試験実施時や出願指導の際
に定期的に面談指導を行い、学習
意欲を高める指導を行った。１・
２年生については、実力模擬試験
や外部講師による対面でのガイダ
ンスがよい刺激となり、将来を見
据えた動機づけとなった。 
②進路 G 及び教科担当者並びに実
習担当者、担任が連携し、生徒
個々の進路希望に適した指導を組
織的に行っている。 

①感染症対策のため、医
療系・幼児教育系の体験
学習が今後も実施が難し
い状況が続くと考えられ
る。本校だけでは対策が
難しいため、地区の高等
学校全体で協力して対応
していく必要がある。生
徒の職業理解を深めるた
めの対策が課題である。 
 
②これまで蓄積してきた
「進路実践」の取り組み
を継承し、ていねいな進
路支援を行うため、一層
盤石な組織づくりを目指
していく。 

①１・２年生から『外部講
師がよい刺激になった。』
という達成状況について、
学期末に学習支援業者や専
門学校などからの講師によ
る講話を活用しているとの
報告で、目指すべき進路選
択や、そのためにやるべき
事な分かりやすく意識付け
を行っている点が評価でき
る。 
②特別募集生徒の進路指導
については大きな成果を上
げており評価できる。一方
で進路指導担当職員の日常
の地道な指導が過度な負担
の上に成り立つことの無い
ように、県教委に対して
は、きめ細かい人的な配慮
や持続可能な制度設計を求
めたい。 

①総合型選抜、学校
推薦型選抜（とくに
公募制推薦）におい
ては、職員一丸とな
り、小論文対策や面
接指導を徹底した
が、進学実績として
は大学進学率割合に
ついては昨年度比で
10％程度減少した。 
 
②特別募集生徒の進
路状況では、生徒
個々の希望に応じた
進路指導を、組織と
して実践したこと
で、15 名全員が希望
する方面の進路が実
現した。 

①グループ組織
を強固化し、大
学進学率を６割
程度まで回復す
るための具体的
な方法をグルー
プで提案する。 
進路業務を無事
故でかつ適切に
行う。 
 
②職業の適性を
探究するため、
複数の企業への
実習を行い、進
路選択の幅を更
に拡大する。 

４ 

地域等との協
働 
 
 

①地域に情報
発信するとと
もに、生徒の
地域理解と地
域 貢 献 を 通
じ、連携と協
働 を 推 進 す
る。 
 
 
 
 
 
②地域と連携
して、地域防
災 を 推 進 す
る。 
 
 
 
 

①本校の魅力の
発信のためにＨ
Ｐやデジタルコ
ンテンツの充実
を図る。様々な
外部の意見を聴
取し、学校運営
に活かす。 
 
 
 
 
 
②防災関係のマ
ニュアルの周知
を徹底するとと
もに防災教育を
推進し、総合的
な防災体制を強
化する。 

①地域貢献活動
の復活を目指し
地域交流の場を
設定する。ＨＰ
による本校の特
色や取組みの発
信を行う。 
 
 
 
 
 
 
②紙上防災訓練
（ＤＩＧ）に加
え、地域にも協
力を得た災害に
対処する実践的
な訓練を計画実
施する。 

① 地 域 と の 連
携・交流の実績
がどれだけあっ
たか。ＨＰによ
る本校の特色や
取組みの発信を
昨年度以上に発
信できたか。 
 
 
 
 
 
②地域と連携し
た防災体制整備
及び訓練が実施
できたか。 

①地域貢献活動や相模人形芝居鑑
賞会・避難所開設訓練など、コロ
ナ禍で実施できなかった地域との
関連行事が復活し、HP 等で発信し
た。HP 作成ルールを変更し多くの
職員が平易にアップできるように
したことで、従来 HP 作成にかかわ
っていない職員が自身の担当分野
での発信を試みている。また、公
式 Twitter が開設され日常の出来
事を速報で発信するツールができ
た。 
 
②10 月に近隣自治会および南足柄
市役所の防災担当者を招き避難所
開設訓練を３年ぶりに実施した。
地域の避難所となる場合の検討す
べき点や、生徒が避難所として利
用する際の物品確認や設置練習な
ど、今後につながる内容となっ
た。なお、DIG の実施は 12 月とな
っている。 

①広く行事を一般公開す
るところまで、コロナの
状況は改善していないの
で、対面しなくともでき
る地域連携の在り方を検
討していく必要がある。
部活動の発表活動などが
考えられる。個人情報保
護に配慮しながら進めて
いく必要がある。HP と
Twitter の使い分けを適
切に行い様々な情報を発
信していきたい。 
②避難所開設訓練におい
て、学校周辺の危険個所
を南足柄市役所職員に直
接見てもらい、改善の要
請ができたことは危険個
所の減少につながるはず
である。伝達しただけで
なく、対応してもらえた
かどうかを見守る必要が
ある。 

①ツイッターの活用は、中
学生を中心に影響力が大き
いツールであり、本校の即
時性の高い情報発信に寄与
したのではないか。一方で
保護者にはマチコミでのサ
ポートが効果的と思われ
る。ツールが多いと混乱す
る面もあるので、使い方
（活用方法）のルールを作
って活用をお願いしたい。 

①中学校訪問では足
柄高校の魅力や特色
を教員や中学生に説
明をした。またWebペ
ージやTwitterでの発
信を行い本校の知名
度を上げたことも定
員割れの解消に寄与
した。 
 
 
 
②南足柄市との間
で、災害備蓄品の保
管場所の確保等で連
携を続けてきた。利
用予定のない物品を
処分するなどして、
市の防災備蓄品の保
管場所の確保等、本
校が地域に貢献でき
る内容を引き続き検
討する。 

①マチコミは学
校から本校関係
者への連絡とし
て重要だが、一
般向けには、多
様な方法で発信
を続けたい。ま
た、サイトの維
持管理に気を配
り、新しい情報
を得られる Webペ
ージにするよう
努めたい。 
②校内の不要物
品を処分作業を
すすめる。市の
災害備蓄品を保
管することがで
き、避難所開設
に貢献する。南
棟の災害備蓄品
収納スペースの
検討を行う。 

５ 

学校管理 
学校運営 
 
 

①学校全体で
教育環境に対
する課題を共
有 し 、 組 織
的・計画的に
改善していく
体 制 を 整 え
る。 
 
 
②不祥事防止
に努め、実効
性のある組織
的な取り組み
を行う。 

①魅力と特色づ
くりのための会
議をさらに発展
させ、学校課題
を改めて分析す
るとともに、全
職員で学校課題
の解決に向け、
具体的な改善手
法に取り組む。 
②不祥事防止研
修を職員が自分
事として捉え、
事故や不祥事を
起こさない。 

①魅力と特色会
議での建設的な
協議を経て、具
体的な提言を行
い実行に移す。
受検者数の増加
に 直 結 す る よ
う、本校の魅力
を広報活動等で
周知する。 
②不祥事防止研
修では、職員が
主体的に研修を
捉えられる方法
を実践する。 

①生徒の学力向
上や人格形成に
つながる具体的
な課題解決策を
示すことができ
たか。また本校
への志願者数を
増やすことがで
きたか。 
②不祥事防止研
修で職員が主体
的な参画意識を
もって、研修に
臨むことができ
たか。 

①魅力と特色づくり検討会議の目
的を「本校の魅力・特色を再検討
し、外部への発信方法を工夫して
入学志願者を増やす」とし、10 月
末までに 5 回開催した。具体的な
内容として、オープンスクールや
学校説明会を生徒主体で説明する
スタイルの提案、学校公式ツイッ
ターを開設（9月）して、文化祭参
加団体の動画紹介や修学旅行の現
地レポート等、校内外に生徒の生
き生きとした姿を発信した。 
②多くの職員が主体的に行う研修
機会は設けることができていな
い。 

①新たに Twitter を開設
し、既存のＨＰとともに
広く情報公開を行った。
その結果、入学希望者数
の増加や在校生・教職員
にとっての愛校意識にど
のように関連したか、事
後調査とさらなる検討が
必要と思われる。 
②職員に意見聴取を行っ
て、職員から上がってき
た意見を参考にしなが
ら、職員主体の研修形式
を今後検討したい。 

①北棟３階の廊下にほこり
が多い。コロナの感染対策
の面でも改善をお願いした
い。 
 
 
 
 
②職員が自分のこととして
主体的に不祥事防止研修に
臨むためには、管理職から
の一方通行ではなく、職員
の皆さんからの自発的な意
見の積み上げが大切であ
る。 

①耐震補強工事に伴
いトイレが改修され
た。学校行事が例年
に近い状況に戻り、
来校者が増え、快適
な学習環境の整備が
さらに求められる。 
 
②入選不祥事防止研
修時に、本校で起こ
る可能性のある事案
について意見共有す
ることで、主体的な
研修を行いことがで
きた。 

①安全な学習環
境を整備する。
また、廊下も含
めて清潔な校内
環境に向けて、
行事等の前に清
掃完了の確認を
行う。 
②若手職員にひ
ごろ感じている
ヒアリハット事
例を挙げ、若手
の悩みを全体で
共有する研修機
会を設定する。 

 


